
























A Survey of University Faculty and Staff

















































































よく知っている 3 10 13
まあ知っている 15 13 29
名前だけは知っている 9 14 23
















































ポスター 12 9 21
チラシ 2 6 8
活動しているのを見て 2 10 12
教職員から 11 11 22
ピア・サポートのメンバーから 0 4 5
ピア・ヘルパー資格関連 0 4 4






























































とても必要 17 16 33
まあ必要 7 16 23
どちらともいえない 5 4 10
あまり必要ではない 1 0 1
全く必要ではない 0 0 0
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